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本論文は、その研究対象として、フランスの簡易株式組織会社（société par actions simplifiée. 以下、
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まずこの点で、本論文には、極めて高い独創性を認めることができる。加えて、解明した SAS における
定款自治の限界を手がかりに、合同会社の定款の制度の考察を行なっている。これにより合同会社におけ
る定款自治の拡大の限界を明確にして、わが国における定款自治拡大の限界という普遍的問題を解決する
ための重要な判断材料を提供している。この点でも、本論文は、わが国の会社法学の発展に寄与するとこ
ろが大きいと考えられる。
．一方、本論文には次のような問題も見受けられる。まず、株式の譲渡、議決権について定款自治の限
界を個別的に検討したことを、一般原則として普遍化することができるかという点について、その積極的
な証明がいま一つ不足していることは、否めないであろう。また、フランスでは定款により社員の議決権
を奪うことはできないとしても、利害関係のある社員に「議決権なき優先株式」を付与すれば、議決権を
実質的に奪うことができることになる点も、あわせて総合的に検討すべきであるが、この点の考察がなさ
れておれば、より完成度の高い論文になったと思われる。さらに本論文でなされている、定款と株主間契
約の比較について、この両者を比較することの意義をより明確にし、定款の「第三者に対する対抗力」に
ついても、より深い検討が必要と考えられる。
．しかし、これらの問題点は、今後の研究において補完されるべき課題であって、本論文の価値・意義
を損なうものではない。本論文は、筆者が研究者として自立して研究活動を行うために必要な高度な研究
能力とその基礎となる豊かな学識を有することを示す研究業績であると評価することができる。
．論文審査委員名は、2011年月26日に、関西学院大学大学院法学研究科の規定に従い、学内に広く
公示・予告した公開審査会の場において、筆者の研究報告を聴取し、口述試験を行なった。これらの結果
をふまえ、名の審査委員は、全員一致で、小西みも恵氏の本論文が博士学位申請論文として十分な水準
にある研究業績であることを認め、ここに報告をする次第である。
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